
題名 

パブリックスクールについての調査 

 

要旨 

3校の校風や教育方針の違いについてのデータを集めるため、Tazaki生へのアンケートを行

いました。それを用い、3校の校風の違いについて考察を行いました。 

 
序論 

Tazaki財団からは 3つのパブリックスクールに生徒を送り届けています。財団生内の交流

をする中で 3つの学校の違いを薄々と感じていましたが、実際にどのような校内文化がはぐ

くまれており、どのような生徒にマッチしていそうかということを、今回定量的に視覚化・

比較してみることとしました。 

そこで、このレポートでは Tazaki生へのアンケートを基に、3校の校風や教育方針の違い

を明らかにし、財団および将来の Tazaki候補生の皆さんが参考にできる資料を作成するこ

とを目的としました。 

これまでは Tazakiコミュニティ内での評判を聞くことなどはありましたが、集計は初めて

の試みだと思います。 

 
 
 
方法 

今ターム Tazaki財団が発足した財団アルムナイ、そしてそれに付随する Discordサーバー

を通じて財団の皆さんに声掛けをして回答を集めました。 

フォームは 

1. 校風 

2. 施設・健康管理 

3. 課外活動 

4. 友人関係 

5. 授業・教育 

6. 学校間の比較 

という 6つのセクションに分け、それぞれに複数の Multiple choice/Linear scaleでの回答

と、1つの自由記述欄を設けました。 

集計された結果をもとに、選択制の質問では簡単なグラフを、そして自由記述の質問はワー

ドクラウドを作成しました。 

 
 
 
結果 

 
回答者の分布： 



 

 
 

このセクションでは定量分析を試みる予定でしたが、時間や能力の制約により実施に至りま

せんでした。考察の部分で、3校の間で差がはっきりとあったもの、そして個人的に興味深

いと思った項目を列挙したためそちらを参照ください。 

 
興味のある方は、フォームの集計結果の自由記述を除くほぼすべてのデータを、レポート末

尾の「資料」のところに添付しました。そこでは分かりやすさや物語性よりも、データを掲

示することを優先していることをご了承ください。 

 
 
 

考察 

はじめに、このセクションはあくまで自分の「個人的な見解」が多く含まれているというこ

とをご了承ください。 

 
まず多くの質問について、学校間で目立った差異が見られなかった、ということは特筆すべ

き点だと思います（レポート末尾の「資料」を参照ください）。回答者が回答をする際に、

相対的な評価を迫られているため、日本の学校との比較や、パブリックスクールの元々のイ

メージとのギャップが点数として表れているのだろうと推測することができます。そのアン



ケートの特性と 3校ともで似た結果が出たという事実から、パブリックスクール一般として

どのような特色があるかが、数値に表れていると言えるでしょう（3が中立、1がネガティ

ブ、5がポジティブ）。例えば「資料」にあるグラフから、ボランティア活動や社会貢献が

総じて多いと感じられていることが分かります。このレポートではこの点についてはこれ以

上掘り下げず、本来の目的である 3校の比較に注目します。 

以下では、学校間で顕著な差が見られた質問を取り上げます。 

 
 

Q. パブリックスクールが最も力を入れていると思うもの 

 

 
 
この質問では、パブリックスクールが最も力を入れていると思うものを選んでもらいまし

た。このグラフから、相対的に Kingswoodはスポーツ、Fettesは学業（・スポーツ）そし

て Christ’s Hospitalがアートに力を入れているということが伺えます。 

自分の知る限り、Kingswoodではラグビー・ホッケーの活動報告が毎週され、Fettesでは

発展数学の Aレベルの進度が他の学校の 2倍であること、そして Christlは有名なマーチが

あることなどから、納得の結果です。 

もちろん、スポーツ・アート・学業はどのパブリックスクールでも重きが置かれているもの

であり、どの学校でも存分に打ち込めると思います。 

 
 
Q. 食事に関する質問 



 
(質問に対して、1がネガティブ、5がポジティブ) 

学校の食事について、Fettesは美味しいという噂はこの結果を見る限り本当のようです。 

メニューが気になる方は、Kingswoodはウェブサイトに掲載されています。Fettesと Christ

は、自分はウェブ上では見つけることができませんでした。 

 
 

Q. どの程度の頻度でクラブ活動に参加しているか 

 
Kingswood生の活動率は他の 2校と比べて低いです。また別の、「興味のあるクラブはあ

りますか？」という質問において、Kingswoodが一番ネガティブな平均回答であったこと

も関係がありそうです。 

 



少し脱線しますが、Kingswoodの 2024年度春タームのクラブ活動のリストを下記に載せま

す。以下は月曜日のみの例で、他の曜日にも毎日行われています。 

 
自分は、ドローンクラブなど面白そうなクラブはあるが対象年齢が低いこと、また他の参加

者の意欲が低いことなどが今回の評価につながったのかな、と思います。 

学校ごとのより細かいクラブ活動に関しての情報は、他の方々のレポートをご参照くださ

い。 

 
 

Q. 友人関係についての質問 

 
(質問に対して、1がネガティブ、5がポジティブ) 

Fettesのみ学校で新しい友達を作る方が高評価、という興味深い結果となりました。 

参考までに、Kingswoodでは最終学年まで男女別の寮が維持される一方で、Fettesと Christ

では最終学年になると男女が同じ寮に移る仕組みとなっています 

 
 



Q. 授業・教育についての質問 

 
(質問に対して、1がネガティブ、5がポジティブ) 

授業・教育に関する質問を一部抜粋しました。全体的に見て、Christが他と比べてネガティ

ブな印象がありそうだ、ということが感じられました。 

 
 
Q. 立地についての質問 

 
(1が不便だと感じる、5が非常に快適である) 

「街中心地の近さや交通について、どう思いますか？」という質問です。Christはロンドン

に最も近いですが郊外で店が近場にない一方、Fettesはエジンバラに近いため多くの店が近

くにある、と聞いたことがありましたが、それが如実に表れています。 

 
 
Q. 自由記述欄 

 



個人特定を避けるため、また効率化のためにすべてのテキストを生成 AIに入力し、まとめ

てもらいました。 

 

Kingswood： 

良い点 

- 立地が良い（ロンドンまで電車で 2時間、ケンブリッジやオックスフォード

にも日帰りで行ける） 

- ジムやプール、音楽室などの施設が充実している 

- 協力的な先生方が多い 

- 土曜日が休み 

- 寮が小規模で、寮生同士で仲良くなりやすい環境 

- Tutorグループと tutorの距離が近く、困ったことはなんでも相談できた 

悪い点 

- 自由度が低い（消灯時間や電子機器の使用に厳しい規則がある） 

- ランチや夜食の選択肢が少ない 

- 自炊が禁止されている 

- 図書館の蔵書が少ない 

- 自習棟があまり静かでない 

- 人間関係の問題に対して、実際に話し合ったりすることがない 

- いじめなどの問題に対して、Detentionなどを下すだけで、実際に問題解決

のために話し合ったりすることがない 

その他 

- Kingswoodでは、Open Dayなどのイベントで生徒が積極的に関われる機会

が多い 

- House mistressやmatronなどのスタッフが生徒の精神面や健康面をサポー

トする 

- Music dayなどのイベントでは、生徒が積極的に参加することができる 

- 学校による受験サポートが役立つ 

- 担当の先生でなくても気軽に相談ができる 

 
Fettes： 

良い点 

- 学業で高みを目指している生徒には、サポートが非常に厚い 

- 夜遅くでも寮に来た先生につきっきりで助けてくれる 

- 質問があったら他の生徒の授業中でも後ろで教えてくれる 

- 週に一度のチューターシステムで悩み事や困った事、やってみたい事を相談

できる 

- カウンセリングが必要な時、すぐにカウンセラーさんを予約してくれる 

- 体調を崩して部屋で休みたい時も、マトロンに言えば許可してもらえる 

- 自分に合う友達は、違う学年や寮にいるかもしれないから、いろんな活動に

参加して交流するのが 1番良い 

- 勉強面のサポートはとても充実している 



悪い点 

- 規律が厳しすぎる（参加が義務付けられているイベントが多すぎる） 

- 多様性への意識が高まっていない（有色人種が非常に少ない、経済的背景が

明らか） 

- 寮内での調理の制限がある（生肉の調理はダメなど） 

- 自室以外に静かで利用しやすい自習室を探すのが難しい 

- 理系の教科のための school tripがない 

- ディスコはそんなに楽しくない 

- 寮内での結び付きが強いので、L6から割って入るのは苦労する 

その他 

- 学校では多様性への意識を高めようと時折努力しているものの、実際には多

様性への認識はあまり進んでいない 

- LGBTQについては概ね受け入れられている 

- Orderという通知表が毎学期出ていたが、ほぼ誰も気にしない 

- 自分から頼みに行けば行くほど、その分返ってくるいい環境 

- 学校側は出来ることはほぼ全て提供してくれていると思うが、逆にそうした

イベントが多すぎると感じることもある 

- 生徒側の熱意や態度がよろしくないことがままあるので、数よりも

effectivenessを増やす事を目指してほしい 

 
Christ： 

良い点 

- 学内奨学金システムが過半数の生徒によって利用されるなど、人種や経済的

なバックグラウンドによるディスアドバンテージが極限まで公平化された環

境 

- 食事は 3食全てバイキング形式となっているため、栄養バランスは個人の裁

量による 

- ほぼ全員が寮生であること、授業でもそれぞれのセットがそこまで多くない

ことなどによって、友達を作るのは簡単な方だと思われる 

- 学業に集中しやすい環境 

悪い点 

- 食事の栄養バランスは個人の裁量によるため、健康的な食生活を送るには個

人が気を払う必要がある 

- 授業進度は遅めで、特に理系科目において日本と比較した際に導出を行わず

に式を利用する、細かい理論を無視して公式を暗記させ、内容の理解は大学

でするよう指示される 

- 先生の当たり外れが多いように感じる 

- 教え方や教育の質に先生間で無視できない乖離がある場合がある 

- 先生の質は平均して日本以下であるように感じる 

その他 

- 学校の教育方針は日本と異なり、特に理系科目において導出を行わずに式を

利用する、細かい理論を無視して公式を暗記させるなどの違いがある 



- 先生によってはそもそも本人の理解度に問題があるのではないかと疑問が生

じる場合もある 

- ホストファミリーの居住地にもよるが、ロンドンへのアクセスは悪くない場

合が多い 

- 学校の環境は学業に集中しやすいが、肝心の先生の質は平均して日本以下で

あるように感じる 
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追記 

- 有効回答者数が財団全体の半分にも満たないこと、またそもそもの財団生の数の少

なさはご了承ください。 

- 自分はデータ分析に精通しているわけでもなく、また結果・考察のセクションに 1

日しか割くことができなかったため、分析方法などが不適切である可能性が非常に

高いです。そのようなことがありましたら、大変申し訳ありません。 

 
 
 
 

資料

 



 
 
 

1. 校風 

 

 
(質問に対して、1がネガティブ、5がポジティブ) 

 
 



 
 
 
 

2. 施設・健康管理 

 
(質問に対して、1がネガティブ、5がポジティブ) 

 
 

3. 課外活動 



 

 
 

 
(質問に対して、1がネガティブ、5がポジティブ) 

 
 



4. 友人関係 

 

 
(質問に対して、1がネガティブ、5がポジティブ) 

 
 

5. 授業・教育 

 



(質問に対して、1がネガティブ、5がポジティブ) 

 
 

6. 学校間の比較 

 
(質問に対して、1がネガティブ、5がポジティブ。ただし教育方針についての質問は、 

1: 日本の学校の方が自分に合っていた ～ 5: イギリスの学校の方が自分に合っている) 

 
 



 
（「今選べるとしたら、どのパブリックスクールにしますか？」という質問。例えば上から

2個目は、Kingswoodの生徒のうち Fettesを選んだ人数） 

 
 

7. 自由記述 

 
学校ごとにすべての回答をまとめたものを入力とし、 

https://textmining.userlocal.jp/ 
を用いてスコア順のワードクラウドを出力しました。 

 
Kingswood： 



 
 

Fettes： 

 
 
Christ： 



 


